
GGT（γ-GT, γ-GTP）関連研究に!

GGsTopTM

GGT（γ-GT;γ-グルタミルトランスフェラーゼ、γ-GTP;γ-グルタミルトランスペプ
チダーゼ）は、グルタチオン（γ-Glu-Cys-Gly）のGluとCys-Glyの間のγ-グルタミル結合
を加水分解する細胞膜結合型酵素で、グルタチオン代謝の鍵酵素であるとともに細胞内の
グルタチオンレベルに影響を与え、心血管疾患、2型糖尿病、がん細胞の抗がん剤耐性な
どといった多くの疾患への関与が示唆されています。

GGsTopTMは、特異性の高いGGT阻害剤です。従来よりGGT阻害剤として用いられてい
るアシビシン（AT-125）は、GGT以外にグルタミンアミドトランスフェラーゼ（GAファ
ミリー）も阻害しますが、本品はGAファミリーに対する阻害活性を示さず、GGTに高い
特異性を示します。コラーゲン、エラスチンの産生促進作用も報告されており、化粧品分
野にも応用されています。

この度、in vivo 研究に使いやすい100 mg 包装品を新たに包装追加しました。
GGT 関連の研究にぜひご活用ください。

コードNo. 品名 規格 容量 希望納入価格

075-05471
071-05473 GGsTopTM 細胞生物学用 10mg

100mg
24,200円
40,000円

C13H18NO7P=331.26
CAS RN® 926281-37-0

GGsTopTMとは?



データ

ヒトおよび大腸菌由来GGTに対する阻害活性

アスパラギン合成酵素に対する阻害活性

kon（M-1s-1）
ヒト E. coli

GGsTopTM 51 170
アシビシン 0.4 4,200

阻害濃度

GGsTopTM ＞10mmol/L
（阻害活性を示さず）

アシビシン 100μmol/L
（2時間後に90%以上失活）

kon:酵素阻害（失活）の二次反応速度定数

GGsTopTMはヒト由来GGTに対して
アシビシンの約100倍の阻害活性を示します。

大腸菌アスパラギン合成酵素に対する阻害活
性を確認したところ、GGsTop®はアシビシン
の約100倍高濃度でも阻害活性を示さず、
GGT特異性が高い阻害剤であることが確認さ
れました。
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